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芸書 鐙:三F主海上下」乙吉111と月三万:がよく発よさし， とくに，久慈以北lこは絞式的な設丘地}f:が民間
している。米余 (1966) Iこぶると，久主主U、:1七の海岸段Eíj;;: 41没 lこ区分され，そのうち，上位段11:1別立
役口ちjよく F との地域の代表[内な段[Îとみなされている。それで木調査では， IlJj らかに識別できる

iニ[立政および下川以[1， IC代表土僚の新rlúを設定し2 政託 1土i裳のパ~nx;) 判笠について検討した。その
給引はつぎのとおりであるσ(1)標式的な ßtJÎ:地形はふとW:， L:{i): , rl' {立， ド1可の 4 史丘から構成さ
れているが， '1"flH~li芯 lζ おける J:.iú および F-f"f[E{[c土壌の3出資からは，同…i{ll):l去の段丘{f.i îの土壌は，
し tずれも九日後;と}iU点したノビ 111災を同村とした類似の性質をもっ黒色土である。 (2) 上{VJ交正王鮮

を対象とじて3 北郊からr:Nfiijfとかけてる断:r:jを設定して制交したととろ， -IN 官\(C移行するにつれて表

明のスコリア合有率が!渇くなる。これは， Hi倒1](こ並列するノjfi土壌の性質からみて，スコリア質の
f~;T火 i Lli:)(のをうけているためである。 (3) ;同夜地域の火rllL正?と壌は的行百形熊だけではなく一次

鉱物組成，土壌のJ叩!~l!:(!'J~化学的J注笈などからも，その特徴がよくわかる。また，火山灰被覆のうす

L 、沖 i'i~!)J~!峨のJ:壌は s 友商は火山灰貸であるが， F思Hま r~î [t~イロ段iヲ'.Iff'積物を母材とし，その性質は火
1[:0(1二i玄と刻照的である。

I はじめに

55'~66 

f存者らは p これまで安北ヒrJ l地の原土壌について，ゴ二壊よt: Jjえ的観点から調3をを実施 l~，その結果2

原 IlliのI:J出土芯計風化物よりも，治平原miiと新規に堆積した火山灰を母材としていることを明らかに

した1) 2) もちろんヲ 火 1[1)支の秀実は玄性質1こ影響 iノ，また， .þ由形の開好程度によって+.壌に対する火

1 [rJ;J(の彩は芦!なっている。

当主平日土壌との関連で9 北[二山地れまの丘陵地土壌についても調査を実施してきたが，たまたま， 1975 

{['iじ三段出iì':[1::郊のニi 壌制査を実施する機会をえた3)。三陸海岸は宵古付近を境として，南部にはリア

スム苧が発没しているがp ゴヒlc\15tてはみごとな海岸段丘が形成されている。

本慨は， I支豆分による土壌生成の宍;異p ならびに段 i王土壌の地域的変化3 とく iと準平原土壌との関係

ネ究明するため，三限海岸北郊の 9 久慈を中心とした泌序段丘を対象として[二i窓生成的，とくに母材的観

点カら調子長した結果ぺとりまとめたものである。

このお1査会 t 健施するにあたり 9 種々ど、高配をlltlわった前林業試験場東北文場長 中野 実技官およびご

協力をいただいた東j己文場土じよう研究広の背様k:II~\から謝意を表する。また，木南をとりまとめるにあ

たり 9 ど指導をいただいた村、業試験場ヒじよう部長 何回 弘時二仁に感謝する。

立 誤査地付近の海岸段丘の者重要

三時海岸北日r;の，久慾を仁1 1心とした海汁:段ふについては，コiミ倉4) の詳細な報告があるので，それを参考

1978{j' 3 )j 15 日受理

(1) 木許分場

12) 文場
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として概要をね明しだい。

米予言によると 2 久慈以北の海岸段目土長 t二位段丘(水無1lli，高度 270m 余)， 上位段丘鮮〔広野商 220

m , 三崎商 200m ， í一号 J賢一面î 160m) , 中位段丘 110m) , 下位段圧群(有家面 8üm，精市高 30m)

の 4 段にわけられヲ沖積百につづいている。

海岸段丘の発達状態l土地域lとよって異なり，久慈)))::1ヒでは 4 51:からなる標式的な段丘地形が資i主してい

るがラ久慈以南では上位段f王および最 1二位段丘が主として分布し，その{U，は切らかではない。久慈以北で

は，海岸線から 15km 程度の r[ri\ïで段丘が分布しているが胃 以南では上位段任， さらに南下すると最上位時

段丘が断崖状の段丘践を形成して海ピ官官んでいる。

各段丘面は平坦ではなく，最上位段丘でほ 1/30~1/50 ， 上位段丘若手では 1/200，中位段斤:でほ 1/100 ，

ド位段 rと群では 1(60 程度の勾配となっている。 また， f交正堆積物の厚さも区々であり，最と{立段任や巾

位段丘では 10m あるいはそれ以上， _U寸段Ff:群や下位段JÎ群では 5m 以下であり，その上部に，最 L:{\'z:

段丘では 12m，下位段正で 6m 程度の火山灰層を堆積している。ただし習三時百lでほj段任堆積物が薄く，

基盤の iニ l己直接，火山灰をかぶっているととろもある。

このように，段庄の形態や分布状態からみて J二位E是正群は， ζの地域の代表的なß主任とみなされる。

現在，これらの段丘は，東流する河J I[や谷の侵食で切断されているため，段丘悟の狭い中位段丘から下位
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図 1. 調査位置図
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公丘町にかけとは ， Hl三の識川が訴さるでない)-ころが多い f

1lI よ

1. 代表断蕗の設定

Ijíj述のよう (c {í~fj平Ek: E:Jy)ミ;態から 9 設j乏のちがいによる ι撲の見なみるため，久~主jふしlじω 段上しを

対設とし， [.1.1町付近で， U\'r:)交正君主 (No. 2) およびト位丘;{n 作，;c人 1) I引に決断 1 f1 1 そと設定したむとのイリ

近亡、は最仁位己主丘から卜右L段」乏にかけて 41刊ll:が発述して C， ì るが2 ふく、

また， 11' {立政丘はJ古川IJが0~ ;ïiUーで 3 適当 1J場所がえられなか勺たため， S[iJldji'iをよく保践し，日前日IJω存Jみな

Uù:r&1日および F↑段丘一昨の 2 段丘を巡見した。

また， _LI立段丘昨は久慈以:11'，から以前 tこかげで発述してし、るから，

にどりように影響して U 、るかをみる f乙め?図 1 のよう lじ三ほおび !Tl'lLy知l付近ω 丘IlLlに， No , 3, No. 

4 の代表制 ií!i~2 設対しこのように， 1:1立段丘L中こ:支店された No. 2, No. 3, No. 11 (;1 , 的 ß:IJ t，c並行

して配タりする平 l瓜二じよとの比較研究主三している c

2. ゴ二壊の実験方法

1) 一次鉱物組成

分析試料は ]ACKSON (よかにより宅通政ü:;;J(;長JJ<.で悩泌を必去し， 1ゑ主).;後， 80 ~ 150 メッシコ ω対)!砂を総

別し，検鋭l乙供した円

2) 止学(('ltl11

民主革派収 !'J 向そ使用し 3 なるべく自然状態の土換そj首位ごとに係J以し， !?-ｭ
目、一

よって処足したυf二 7f し， J五ぷま真下の測Jと淡[宣7) にグごり。 また，子点併析は1))え~:!His; 1こより? それぞ

れp 実施し/こ c

3) …子

公l文京は T、YURIN 改良/L，全主主主主は KJET. DAH T. i.ょによコてど[とし， pH (H20) i~l ガラス 'ri:H怪奇Jí]い苦 Ao

I留は 5 佑，そのイは 2~ 5 置の恭治心えを加えた!ぷおu放について判定した。 また 2 芭↓.[í!火は N 酢般ア

ンモ J出鋭校， 1" EDTA 1，ょによって lflljj.ぶし，燐酸!政!j;，z係数は 2.55)バ燐波アンモン76校を伎Hll_" 1: 2 の

比率で没 lH し，よじ色法によって判定した。

N よ

l 前 代表土壌の断面形態

j七仁 illJ也の茶告書は古生l腎， ，t 1よ仁国 ， i'U対消滅h 公j点右主1'1，その他からなるが?全 h長[吋 1 たって火c]j})<.UJ

E三併をーう (J ， J二~1Í~は必岩Jili.\化物よりも，火山以ω影響な強くうけているところが多いじ安定し/こj也市 IflÎ に

は火山灰を /;1 付とした主主演的な黒色土が分布しているが， tJiJ折汎i副 iこは，火 1(1)).くと lJ; 1J. )!I~1~ 化的の irt{'ì ~1討を

肉付とした行雪 崩情的な足、色二仁や淡去十色土， あるいは黒色 J と褐色縦 1本[の中間型などが分布してい

る。

て1限海岸:1 じ i~15の /fB:J羊段よ1.:も，そ7，êぞれp 火 IÜi火でおおわれていることは爪の桜(li にも山らかである

が，それらの段丘町 lこ分している土咲のり成，午 IT~についての報告 i d-，これまでに見あたらない。

名よj亥の断jm形主主(j:表 1 のとおりである c 以下，各 j 撲の概要について記松ずるつ



CtO 

苦襲石

か
升
灘
公
簿
記
事
山
同
議
i
q

石J手

堅密度止
ム上、"一-1品

自邑

t長

形面

色

断の壌土表代表1.

位沼
周

きti

'I>k.~堅

霊

塔

L 

L 

L 

L'~C L 

Cr 

弱 Nut

7. 5YR2!1. 5 

7.5YR2!2 

7 個 5YR2!1. 5 

7. 5YR4!3. 5 

2 

O~~ 8 

8~35 

35~55 

>55 

F

1

2

2

 

U

P

A

A

A

B

 

叫」

宅ゴ

アカマツ(人工λ
クリ林

間花
F位l段 f王群

40 

BlD(d) 
残積

(中野〉

乾~泊

乾~潤

乾~潤
潤

粗
墜
堅
竪

L 

L 

L~SL 

L~SL 

Cr 

弱 Gr.~Nut

7.5YR2/三

7.5YR3!2 

7. 5YR3!3. 5 

7.5YR4!4 

2 

O.--._. .J 

3~15 

15~45 

>45 

3

1

2

E

 

U
F
A
A
-
出
B

2 

石浮

当
ω
O泊
中

、i主門機

小 jl] 燦

L 

L 

L 

L'~C L 

L 

L 

L 

L~CL 

CL 

IGr 

弱 Nut

弱 Gr

Nut 

7. 5YR2 , 5!1 

7.5YR2!2 

7.5YR3!4 

7.5YR5!7 

7.5YR2! つ

7.5YR3!4 

7.5YR5!6 

7. 5YR5. 5/8 

5へ 7.5YR6!8

1
2
U
U

円
し

L
F

主
主

ι
;

l

i

A

t

E

L

 

2 

0~13 

13~33 

33.~73 

>73 

2 

O 

10.へ~.23

23.へ.A3

43ヘ.75

>75 

CL< 
;七

、
，
ノ

1
L
 U

U一ブ

ツ
ケ
〆

マ
ザ

カ
マ
リ

ア
ヤ
ク

、y

IEj 

て7

王会

ア

+
口

内 j段 h:若手

170 

上位段丘:若手

ん :)0

3 

1. 



一一 59

i析 !Þì No巴 1 :この二L 棋はド(，'t:段 1子治の) iÚJ:Niì二;J 布、040 m (I)f): I王凶 Icfr. iii している。以色 (7. 5YR2! L 5) 

いし夕、制官j (7.5Yl誌は〉り A 溺ぺ;t- 55 CIU 0) ,U/ :さにスえし， 尚ft:'， (7.5YR4j3.5) の 13 こは!'?"{;な

広子Hil久主主J也フ〕の洋投 j王 j)去について(附兇デt料) (irll:(1 ・山 íS)

;.I L る 9) 。ている J設位、は、lij~L*l:で官 BID(d) (伐おりとして主tiJj !j混入

問 rllì 1'¥0. 2 :どの I 撲は u立l支出伴の ， ;:-r� 1[; I~~IJ示 160m の段[王 líj] 1叶，'(i討している。'\1，絞J色 (7. 日"R2/2

J土 11'，1'，〆5了3/2) の A 山花j色 (7む 5YR3!:3.5) の A~B I掛〆日早く Ijít'J 同 (7.5YR4j4) の 3

混入しているハニtí :fJ;W~協は比較的で， l゚D(d) i'，~ (残忘D として本f1別:':寸しるの

tiJrl匀� 1'¥0. 3: C (I)J 壌は上位段上.の， ω 約 170 m 0)段丘 líLÎ(こ~てし与げ.5YR2. 5/1) 

A3B ( γ'-- j手く i性記，ノ，:;i J、び潟D (7.5YR;l!4) υ) AsB!トうそ心ゾ叶〆}夕、渇1'\ (7.5YR2!2)ωA 

はィ字ノ宅人してい乙。状、怒l三;ニ ]n'~irJ ，\々で， BID(d) (銭的〉ゃ:リ!尚也 (7 5YR5!?) レ) BC 

して刻万りされ

則 No，の廷はJ.fj):

|リHg ノLf~ (7. 5YRii!G'-[�. 61 思)，B の AI，凶悩褐色 (7令 5YR3!4) の A.B 肢を 20 cm :í';CO!日f さ

写)めーと予で 3.，状Jzi土|コj，1聖公へしていJ
U
J
 

n
L
 

B2 ,-/j ;三枝色 (;î 7.5Y}とお!8) t二

ぞ υ) J二，1こはr;1:!ィじ!凶B2 桝およワ、 f
ノ c.，れる仁術 I!:: CI)形主.J て剣山l/にじ工1-.\

ミ 11ヨノ/1うID(d)

品、 lrj )i[~， i J-:ゼムうけたj没 LニY~ .f点|討をj辻村とレている cムモ-~ > 

7]';;' 三モ fふ

No. ;1 "ま，ミ阪はン\iJIÐ勺No , L No. 2, 1\ 0. 火iJJL火与を lii ん?とすーと L!，~__� "_あru二口〉ょう

は久慈以jじり!I'!j!f !II~ No.1, No ト!出は前 ~r丸 I~与をつけ fこ):)i'Il: Jjj j;'[ f~を í 0: H とする淡也にど￡

主lヨ!山lω形態には究よめられらい。位以しているが‘しよそ7ぃIA止段丘!と，jX. のド Fr:およ

!日日[y'rHHj ili I!) J じから作[へ ιタ l，し、るがzNo. No. 3, No. 4 1:1 少. 
.' "_ヲ

, I担 ijilìり法は子!oL, 段止j七命令;‘刈1 1 ,' 
i 、ヰ 1 め ξ 甘くヲは火山炊の彼自がト~()

� z) c 2ヲ No. 3ζ_1よ己なす

低ぶl;ト刊誌度のし、 3トもつぎに.，手千代長ドhl;lifl;ばの粒表 2 のとおであ品 υ これを見ど)

う :[\[11 休(J)-tIL{杓をじていそωイ沿十、夫氏をともク 1) 子←<" ':'f ザサー，ッ~()_，I前ノ、からなり，、"

) Jj 

各土壌の…次鉱物絹成

石などの3 いLに 1 I カフス F スコリア?れノを}己ると?dノて、J).ム。ノf十一一次およ物品u成衣 :3 (ﾍ) 

火 1I1 月人あるいば火はこうλ出:とオ J たって約 407<') J孔!-:0:." i ~i め》No. 1, !¥io. 2, !'¥�. 'l j ゆる火山!天下 T， 了 l立、

JIL火 tJ であるが， 132 ト:主役 1 千 lif 前物を r:J 刊とお1γJが， N口。[11り白川で必

l十、
""，.こ"'，， (_' 火 !III災

[¥0. 2, ):0 , 3 i 土 A1 へ, :¥0. 1 9 二J二 [1 i jJ' ラスの合巨ミゴみ) ) 3 ら!こに [I[ りくんL

/γ;主 10 30郊のえな 1: ~ � :Yふ :)(ILI ガ 7 ス江火 I，U以.':_みなされA.B ]\0 , /[  ( :~ 

ど)υし】す ;J! も(i手ペヒî) fttY(Lj_ l 尽くかりは， !\io , 4 を|司、る泊、，そ 1 しりの卜

めて少ないと，ゴ!このト;0 ， 1, No. 2 ではさスコ')アの合千i 状1さをみ':)さ lと火のうち，

'わ~ i とたしセ1'，ご南2096 の，千Jキi会小!ノ 9r-I'f:↑ \1 三)トい:;， ~O. 1 り点 l門戸 i ま 10ト年!

i~~~{ 0')汗がちUfi さiLるハ

もぷ-t止ω火|ーや;な以 Ij_\し予 ごの

/こ， 小J11[1ユ円二， Ji:， 11 パ，CiJ火 ill)シピ〆i二見

J 
" ノ \11 1 1 1 1 ノ!(í~l 刊、i は，京二で

していおピぺli! 糸(Í)ク IりバIJ 主

」
1101: ~ jこ

うァ社で
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Noo 2 

種類

アカマツ(人工) 1 5 

ウワミズザクラ I 2 

アオダモ I 2 

サワフタギ I 2 

低|ハギ 1 2 

2 I ミメ、ナラ I 2 

2 I カラコギ、カエデ I 1 

21 イヌエンジュ I 1 

21 ヤマヴノレシ I 1 

1 i * 1 ツノハシバミ 1
ムラサキシキブ 1

!アズキナシ 1
1 クリ 1
l i [オオパクロモジ 1

21 チマキザサ
21 トリアシショウマ
1 I M I モミジハグマ
1 I スゲ類

1 i ススキ
十 1 ワラビ
十!大オカトラノオ
+ シラヤマキ、ク

| ヘピノネコザ
十| ヤマボクチ

4 

生市直の近付師断衣代表 20

Noo 1 

2
2
2
2
1
:
1
十
十
十

i
T

ワラヒ

チマキザサ

トリアシショウマ

キイチゴ

ヒカゲスゲ

サノレ卜 1) イバラ

イカリゾウ

イネ科類

ヤマホトトキ、ス

イチヤクソウ

チコユリ

l アキギリ

;4; 

コナラ

ヤ 7 モミジ

アオダモ

サンショウ

ホホノキ

クワ

イタヤカエ CT

1 ウリハダカエデ

ムラサキシキブ

キイチゴ

アキノキリンソウ

シコンラン

キンミズヒキ

チゴユリ

タチツボスミレ

ヘピノネコザ

ヒカゲスゲ

ツタウ jレシ

2
+
十
十
十
+
十
十
十

w 
_l~L 

本

アカマツ(人工)

クリ
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のものと褐色のものに _:JjJIJ い色火山伏は褐色火山灰の1.'¥1; (C Jjí，約しており， ~点 r火山や政]'火 I LI の

火山灰が黒色火山灰の HやIjで』うるとした。 このような p 卜ぬ出火 i LI とお子火山による火LUげくの分ギIj傾引

はョ Cl隊121 ())京二IU也みにおける火山政 11'14みの分布からもよくわかる、

したがす、て，在地域では，主として 1<ﾎ'IJ Ijj 火 1 Lllと 1 1J米す;s火山阪の影響をうけているが， 1 有i"1:ì5 t~移付

するにつれて，表門 lとド:i一一火 jJj �)< (7)影辞をうけているとみることがで主之) :'このしとは，北上二山地口〕脊出

:むを構成する咋 5Fmümの二U:íF121 と l羽子ltJ也i点び〕段丘:山1の土撲の火山氏組Hえをえ、J1七した図 2 そ見ればよくわ

か，るであろう すなわち， No< 4 の [Iq)j に位 i泣する Jf以二は的なス二1 1) T1~f火 111 付くであり， No.3 

の何万に位置する、ド民主 iニ撲の表明にもその膨持が認められるJ(白井 13〆は七地)jO)火 1111;)(を 次鉱物の性

位によ「て班長 IIJ十t:t; ぽp 活きたの 3 こわけ) :f_t子火 dll立浪 .IU也)jーではも「とも Jtl予人f百で，スコリ

ア lとんでいるとした。とーのようにラ刀手火Ji IJメばスコワアで料徴ずけられていることは明らかであろ υ

っき l乙 I~I拘色ないし桜色;I~1,) 1ノ，市 l武 i じをうけた段丘J-ru人物をほ判としたト:口白 4ωB2 ， C!'同はア 60

~70% の-{ i--~p))~ らなり， その仙の鉱物はきわめて少ないじ ζω ことは予 この旬付が皮の]'FI、化作:F[jの JJI

庄でおるととをよく示している。
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3. 各土壌の理学的性質

手会土壌の]虫学的VH長は表 4 のとおりである o No. l~"No. 3 記長色士宮 ]'¥0. 4 ば淡黒色土で， NO.4 の

B2' C 層以外lz ， 約 40形以 i二の火 rl1灰杭子~.合む各層によって構成される火山灰 k撲である。一般に p

火山灰土壌は孔隙lと官み，経京芸でヲヂ千積市がIJ\さく，保ノk力が六きいのが特徴であるといわれている 1針。

それでp 火 11I灰枝子の含有率を 60;;ぢ VLJ ， 60~30タム 30~~109ぢ， 10悠以下の 4)設併にわけ， i羽 3 の

ように，各土壌の存蒋位を1::{~!涼と飽気および容積煎とのね関凶 lとかん入してみたのただし，三謂査では

30""10% fと該当するものがなかったので，ぼ13 では攻りあっかわなかった。

表 4，壊、のf'~学的性質

火山灰洋立与含高率 ‘4-C 
ゅ 50% 'Á よ 140 
'" 60~30 弘
• 10 '!.以下 事々日っ

50 
Ð2-A, 

43B?E M2ー4B主F2，ト事号器正@ω31-B;81日 ー.ム-40 

::: 30 

制 20 •l-3@ -BC て2-Ä， 40 
電量 431@4E21 1 

10 20 4~ 
。

T吋:
。 50 60 70 80 90 。 50 60 70 80 90 

会 JL 隙 (χ) 全 JL 匝韓併)

悶 3. 火山灰粒干含有率と保泣く力自谷工貴重との関係
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乙の悶ミー見ると，全孔慨がノにきい場合にはが大きくJÄi'1'五亘が小さく，また，会孔i泌が小さい場合

には飽差が小さし容砧意がjt きい傾向が認められる。大体，火rlrV<J{[ 了 30劣以 1 の火山灰ないし火山

灰の1凶伎は，金子L~)jiltl70，%以じ飽差別浴以|二，容積三立 80 y)、下をうがい火山灰壮一子 10% 以下の，段

丘Jií 積物をは糾とする弁i剖立とは対照I(j1; ~t f{"tを7J; している c

-fi役 lこ，火山灰ご上壌の得払t ,}1 iま 45 ，..75 の i: ，jIJflを占めるものが太子高分であり， 80 ~j、卜では仙の鉱物質を

合むことが多いといわれるが14) ，このことは，この:悶資結果とも共jl]l している。このようなととがらは，

段丘Ifli 1;こ位ばし p 火 1 [11火をじ}材とする.~~iJ'il ft JV~ tDY;の九[~壌は，火山):J(ニヒ1j誌の刻午éf(J Ì':i'11止をよく示している

ものとみることができるの

4. 各土壌の化学的性質

各土壌のイ乙''_f:的性質は表 5 のとおりである。訓査の対象となった会 k壌 lむしづ忠れも米閉鎖ないしよう

やく閉鎖した程度のアカマツ人-1 "Ai，トにあり， J也表曲Í(こは，主としてアカマツド文集からなる L， F J吉，あ

表 5. 化学的性質

::1. t立

1f Li 
tr向 0.38 2, 350 

tr. 0.77 ヨ， 400

tr. 1. 05 2, 710 

14 5.7 2, 290 

13 も .0 2, 260 

6 6.3 2, 060 

9 6.0 1, 790 

LF 48.1 1. 03 47 4.8 

F 2 40.8 1. 35 30 5.1 

出JD(d〕 l A 
。へ.10 14.6 O. 75 19 5.9 2.5 日日

4 I 残1';'[ I AB 10へノ23 6.3 0.35 !日 6. 1. 

Bl 23へ.43 1 5 0.11 14 6.5 

B2 43--~75 0.3 0.02 ム 5 6.5 6.2 

C >75 0.3 0.01 30 6.4 5.0 
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るいは LF， F 隠を士ítf.R'している。

ると ζ ろが大きいから，この程度の体分下でも，落葉の分解状怨は表層の殴度ならびに置換{生石灰の動恕

lと影響していることは考えられる。

各土壌の務葉屑の形態は L-F 型か， LF-F き'Jで， H 揺を火いている。かつて，山谷ら 15)は，京北地方

を対象とし?丘陵地および上Bj)山地の森林 F における落葉分解過肢について解析をおこなし" L→F の分

解過程では両地域とも炭素濃度の減少，窒素濃度の増加が認められるが，険料は丘陵地では弱まり .1二苦15

山地では強くなり，置換↑宝石灰は丘陵地では増加し，上部山地では減少する傾向を見いだし，とのような

傾向はb11極や局所地形の特徴よりも 2 垂直的な気候環境の差災lζ，水質的に支配されていゐとした。この

地域における段丘土壌の落葉分解過程はp 丁度，山谷らの丘陵地裂と同様であり，落葉の分解J過程では，

鋭機イじによる塩基績の供給が優勢であることが類推される。各土壌とも p 務葉居下の第 1 /苦 lこ，かなり顕

著な置換性石灰の'~(Lが認められるのは，そのためであろう。

一般に，火山灰土壌の A)雷はJ肉店lと富むといわれている 14) 。調査地域の作土壌についてみると， A。沼

下の第 1 層は 10% 前後かそれ以上の全炭素を合有しているが，第 2 躍では 5.0'~7. 696 の炭素含有三容を示

し， jニ色が思い詣1]1とは炭素合宿三容が高くないようである。しかし，表鴎 20~~30cm 以とにわたって 5.096

以上の全炭素を含有し，その下部屈では急IJ，R していることなどは?黒色土の出I而形態とも，おおむね一致

しているとみることができょう。

各二「主主の炭素ヰtは友情で 13~~19 の宿泊を占めている。 これらの{出土， 火ilr))(L壌友j認の半均炭素ギの

いj として7J'\ された 13.8 からみて10，おおむね，妥:当であるとみている。

つぎに，置換酸度 (Y1) と置換性::tí灰f~.;~との関係をみると，落葉の影響を白校うけている第 1 閣を

除き No. l~，No. 3 では;百:換限度はわずかにあらわれている得度であるが， ìì'ij剣1f:，(~灰の合長;はきわめ

て少ないc とのような傾向は準平原 i二接についても同織に認められるところからベ 北 J山地北半の火山

灰母材に|力::1とする土壌に共通した特徴のようである。古風化をうけたj役 l壬堆積物をほ材とする No. 4 の

ドj議ではあきらかにfß'換酸!支の免現が認められ，火山灰ほ r~とは陀状を異iとしている乙とがわかる。

北上山地JL~rの火山灰土壌の p このよう江特徴については目下のところ不明であるが，吉田16) は，アロ

ブ L ンは強lj変的な性格のカチオン吸着惑をもたないから，塩基不飽不|けとなっても強酸性を示さないといわ

れているところから，火山氏の風化とそれにともなう*，~土鉱物の質的変化に誌因しているかもしれない。

一;ふ火山灰ヒ壌の{量投tl:山氏はきわめて溶脱されや9"いから，酸性と壌ではきわめて低い怖を示すこ

とが報告されている 1引。 調査地域の各土壌は， おおむね 6 代の pH (H20) を示しp ほとんど Ilj はにi互い

が，置換tl.石氏の合室;はきわめて低い。 ζれについては，ほかの要因についても検Aを必要とするが

;;t;，断面における店換t'~/rij欠含量がド層でふたたび増1Jl1 し，浴日比現象が認められるととろから，やはりがF

J1'i, 1と白米子る霞投白石灰の減少が直践的な製囚であろう。

つぎに， .燐酸以収係数についてみると， No. 1, No. 2 の会 NO.3 の A1~JA3B 居 No.4 の Ar~

ABfi醤はし、ずれも 2， 000 以上を示している。-般に‘火山以 Uj{の燐肢 1及以係数は 1 ， 500 以上の!守jい伯ーを

示すが，その他の土壌では 1 ， 000 以下であるといわれる 14)。とのような f とがらは， ]¥ﾌo. 4 の iご層以外 I J:

火山灰土壌とみなして廷しっかえないようである。

火山氏粒子および火山ガラスの含有率と燐酸 l吸収係数との升j閲を ;;J三したのが図 4 でああ。 これを見る

と， 火山l引く粒子 30% 以 iこの j具合には，燐自主吸収係数 2 ， 000 以上を示すものが多し 火山氏ヒi去の特徴を
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よく示している υ 火山ガラス~~有率との関係でほ火山以粒子の場合のようには勺きりした傾向を示してい

ない。台風化f!Z li:iíi 漬物をL'J: H と「る No. 4 の 132 ， C!目立大体 500 前後の燐阪吸収係、ち:をぷ IJ ， ;!I:火 111

Ð<j'l[であることが|リj らかである c

V おわりに

この ;WJ 1tは， これまで実施してさた iιヒ r[rj出単一千原土壌との l見直で，三出 i;'北部のjl'i l+"l支!モの土撲に

づいてとj点，をI)J らかにするために尖施したものである c 代表断面の設定や i二践の分析の不備につ

いては認めざるをえないがp 年段任回の J..壌は?いずれも火山灰をほはとする以色士であり，また， [WJ一

没liでも，北 it!;Hカ〉ら市とト多行する ありヲその傾 IÍ:Jj は内側!と並行 F る準平!瓜

土壌とよく対応してし、るヲなどについて川らかにすることができたじ

しかし， ;[じ仁山地J仁三;'.U)火 1 [[灰 J):j);_の化字的問貨については未解明の分野を残しており p 今後，火山灰

風化多 FIl;二l二鉱物， )尚植のJ応策などから込先いそのノド買を切らかにする必要があるものと二甘えている。
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